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別紙
委員長　　　　開会宣言
議員提出議案発議第４号
説明者　　　　　長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の特例を定める条例の一部を改正する条例について、提出者より説明
川合委員　　　　説明員は、昨年の３月議会において、特別職報酬等審議会の答申を受けて議員報酬が上がる議案に反対し、１割を減額する特例条例にも反対した。本則の条例が可決された後の採決において、１割を減額する特例条例にも反対したということは、もし１割を減額する特例条例が否決されていたとしたら、本則の条例どおり議員報酬を満額受け取ることを支持したことと同じではないか。これは、理屈には合わず、反対するのは、パフォーマンスにすぎないのではないか。

説明者　　　　　１年前は、１年前の判断である。満額を受け取ることを支持したのではなく、１割減額しても、町の時代の報酬金額より上がるという理由で反対した。１割減額の報酬で１年間経過した状況の中で、１月に特別職報酬等審議会が開催され、その答申は、１割減額とほぼ同額であった。１割減額する特例条例の期間延長は、特別職報酬等審議会の答申を尊重することと、３月も、４月も議員報酬が変わらないことになるので最善と判断した。
委員長　　　　　議員報酬と議員定数の問題は、全国の市町村においても永遠のテーマである。説明員は、この問題を解決するのにどうしたらよいと考えるか。

説明員　　　　　自分たちで議員報酬を決定することはできないので、特別職報酬等審議会の答申など、第三者の意見を聞いて決めるべきである。
委員長　　　　　議員が信用されていない、議員がもっと市民の為に仕事をして市民に理解されることが解決策ではないか。

説明員　　　　　現状、市民に議員の活動が見えていないので、信用されていないこともある。議員の活動を見えるようにしていかなくてはいけない。
委員長　　　　　議員活動と議員報酬は別次元の問題ではないか。議員報酬に関しての議論が十分できていないというが、この議論は、昨年から再三されているのではないか。

説明員　　　　　議員報酬は別次元の問題ではある。仕事に対しての報酬についていくらが妥当か議員自身では、結論を出せない。議員が報酬以上の仕事をしているかは議員自身では判断できない。

質疑及び意見を終了
（賛成討論）

じんの和子　　　平成25年1月に特別職報酬等審議会が開かれ、その答申により市長から議案第37号が提出され、3月6日に議案を撤回したが、通常のことではない。議案の撤回理由には、議員活動に対する認識が足りなかったことや議員の報酬は議員が決めるべきとの言葉があった。議員の報酬を議員が決めることは問題があり、今後、議会運営委員会で検討を重ね、結論を出さなければいけない。結論を出すには時間が必要であり、どうするかが決まっていない中で、報酬を上げる下げるではなく現状維持とし、その間に議論をするために賛成とする。
(反対討論)
岡崎つよし　　　議員報酬については、昨年の3月議会で議論を重ねた結果、平成24年度は10％カットとした。議員報酬は、議員として正当に受け取る権利があり、議員活動はそれ以上にしっかりと行う必要があると思っている。よって、反対討論とする。
議員提出議案発議第４号　長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期　末手当に関する条例の特例を定める条例の一部を改正する条例については、賛成少数にて原案は否決
　　
　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。

　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議ないため、継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
閉会宣言
　午前１１時８分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成２５年３月２２日
議会運営委員会委員長　　正木祥豊
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